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第 1章 調査研究の目的と枠組み 
 
１．研究の学術的背景 
 総務庁労働力調査によると、若者の失業率の高さや非正規雇用の増加は 1990 年代か
ら既に始まり、2007年調査では、就職氷河期と呼ばれる 20歳から 34歳で特に著しい。









































































































































































自宅通学 寮 アパートなど 食事付き下宿 その他 














父母 母（ひとり親） 父（ひとり親） 














中学校 高等学校 短大／高専 専門学校 大学 大学院 その他 




中学校 高等学校 短大／高専 専門学校 大学 大学院 その他 




































どちらかといえば苦しい     29.2 





















まったく足りない      4.9 



























保護者と自分の負担は半分ずつ  4.5 
おもに自分      5.0 
























学費 住居費 生活費 小遣い 友人づくり 社会勉強 その他 












５万円以上７万円未満     28.4 
７万円以上１０万円未満     14.0 















日本学生支援機構以外の奨学金をもらっている  3.0 
奨学金を申請したがもらえなかった      3.3 
奨学金をもらいたいが申請しなかった      9.4 
奨学金をもらう必要性を感じなかった     44.7 
以前は奨学金をもらっていたが、今はもらっていない      2.3 












国の教育ローン（日本政策金融公庫・郵貯貸付・年金教育貸付）を借りている  4.6 
民間金融機関からローンを借りている 1.1 
大学から教育ローンを借りている      0.7 
どこからも教育ローンを借りていない     29.4 

















あまり不安はない     19.2 















どちらかといえば苦しい     44.1 


























































いわれる               （n=1093） 
63.9 28.0  5.8 2.4 
家族から、将来結婚するようにいわ
れる                    (n=1092) 
26.6 39.4 23.8 10.2 
家族から、将来子どもを産むように
いわれる                （n=1091） 
21.6 37.9 28.0 12.5 
家族から、将来面倒をみてほしいと
いわれる               （n=1087） 
6.3 22.6 46.7 24.4 
困ったことがあっても、家族には話
せないことが多い       （n=1090） 
5.9 21.0 46.9 26.2 
家族は自分の気持ちをよくわかって
くれる                 （n=1087） 
23.4 51.5 21.0 4.1 
自分のことで家族をがっかりさせた
くない                 （n=1093） 
42.7 43.8 11.5 1.9 
家族は、女も外に出て働くべきだと
考えている             （n=1089） 
15.1 39.0 37.3 8.6 
家族は、女は結婚し、子どもを産む
べきだと考えている     （n=1087） 
10.6 33.5 41.0 14.9 
家族は、女は結婚したら家事や育児
をするべきだと考えている(n=1086) 
8.9 37.9 39.0 14.2 
家族から、早く家を出て自立するよ
うにいわれる           （n=1090） 


















お父さんお母さんともに仕事をし、お父さんお母さんともに家事育児を行う   12.1 
お父さんお母さんともに仕事をし、おもにあなたや祖父母など他の家族員が家事育児を行う    3.2 































































日常生活全般に満足している   
               （n=1091） 
22.1 59.9 15.8 2.3 
いまの自分は経済的に自立している                    
(n=1091) 
 3.5 13.7 45.3 37.6 
いまの自分は精神的に自立している                
（n=1091） 
 4.9 34.3 49.3 11.5 
自分にはかなえたい夢や将来の希望
がある                （n=1093） 
27.3 41.6 23.6  7.5 
早く、親から離れて生活したい 13.9 29.4 44.2 12.4 
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               （n=1090） 
家庭生活に満足している 
                 （n=1092） 
34.5 49.1 13.2  3.2 
学校生活に満足している 
                 （n=1093） 
23.2 52.3 19.6  4.8 
同性との交友関係に満足している 
             （n=1093） 
40.9 51.7  7.1  1.2 
異性との交友関係に満足している 
     （n=1087） 
18.2 41.6 30.5  9.7 
就職活動に力を入れている 
(n=1085) 
 7.0 18.9 49.2 24.9 
結婚のための活動（婚活）に力を入
れている             （n=1091） 
 2.7  5.7 35.8 55.8 
将来に向けた資格・技能の習得に力
を入れている         （n=1091） 













結婚せず、仕事を続ける  3.7 
























夫、妻ともに仕事をし、夫、妻ともに家事育児を行う   64.1 
夫、妻ともに仕事をし、おもに祖父母など他の家族員が家事育児を行う    1.4 



















大学院に進学する  0.7 
専門学校に進学する      1.1 
就職も進学もしない      0.7 


















































自分の能力や個性が生かせること   
               （n=1090） 
38.6 54.4  6.4 0.6 
大学時代に身につけた知識や技術が 
生かせること       (n=1090) 
24.2 44.0 26.5  5.2 
給料が高いこと       
                
（ n=109
2） 
17.9 68.3 13.2  0.6 
休みが多いこと 
                （n=1092） 
17.3 63.8 17.9  1.0 
知名度が高い会社であること 
               （n=1089） 
 6.1 28.7 52.2 12.9 
親元から近いこと 
                 （n=1090） 
13.3 40.9 34.9 10.9 
結婚しても働き続けられること 
                 （n=1089） 
25.2 47.6 22.3  5.0 
福利厚生が整っていること 
             （n=1086） 















表２－２－２４  最近、いちばん悩んでいること                                   
n=1086,（％） 
自分の容姿  5.8 
勉学  9.6 
将来の進路や就職     48.6 
自分の性格や能力     13.5 
学費や生活費      4.5 
友人関係      2.7 
恋愛関係      4.6  
家族関係      1.8 
その他      2.2 













表２－２－２５ 悩みを相談する相手                                     
n=1015,（％） 
同性の友だち 49.9 
異性の友だち  1.1 
恋人      4.3 
親     22.7 
きょうだい      5.6 
祖父母      0.0 
学校の先生      0.5 
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サークルの人      1.1 
アルバイト先の人      1.3 
ネット上のブログ、プロフなど      0.6 
就職指導部や学生部などの大学相談機関      0.6 
カウンセラー      0.2 
その他      0.7 

































               （n=1081） 
5.9 28.3    57.7 8.0 
アドバイザーなどの教員との関係 5.5 27.1 58.0 9.4 
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                    (n=1075) 
就職支援やサポート体制 
               （n=1076） 
6.3 29.8 56.5 7.3 
大学の周辺の環境 
               （n=1082） 



























































                   （n=1085） 
7.3 18.2 40.8 33.6 
どこにも自分の居場所がないような
気がする         (n=1086) 
4.9 14.9 47.7 32.5 
自分なんかこの世に生まれてこなけ
れば良かったと思う   （n=1086） 
2.8 8.0 37.9 51.3 
いまの生活はつらいことのほうが多
い           （n=1085） 
3.8 15.6 47.5 33.2 
いろんなプレッシャーに押しつぶさ
れるような気持ちになる （n=1086） 
10.6 31.6 36.0 21.8 
ありのままの自分を、誰も認めてく
れない         （n=1084） 
2.5 7.1 49.6 40.8 
これ以上何をがんばればいいのだ、
と思うことがある    （n=1084） 
5.4 14.9 41.1 38.7 
将来に、まったく希望が持てない 
                  （n=1086） 






























が 41.9％ともっとも高く、ついで「ややあてはまらない」が 35.2％であった。 
 「自分は全くダメな人間だと思うことがある」については、「どちらともいえない」



























ある人間である    （n=1083） 
9.7 42.6 37.8 7.8 2.2 
いろいろな良い素質を持って
いる        (n=1081) 
6.5 34.1 41.0 14.2 4.3 
敗北者だと思うことがある 
            （n=1083） 
31.8 27.1 20.9 5.1 15.1 
物事を人並みにはうまくやれ
る                （n=1083） 
7.4 48.6 25.4 15.1 3.6 
自分には自慢できるところが
あまりない        （n=1083） 
21.1 27.2 35.0 12.8 3.8 
自分に対して肯定的である 
                  （n=1082） 
5.5 26.9 41.4 21.0 5.2 
だいたいにおいて、自分に満足
している          （n=1083） 
6.1 28.0 30.4 27.4 8.1 
もっと自分自身を尊敬できる
ようになりたい    （n=1082） 
4.6 17.0 41.9 35.2 1.3 
自分は全くダメな人間だと思
うことがある      （n=1084） 
19.4 20.0 34.9 18.2 7.6 
何かにつけて、自分は役に立た
ない人間だと思う   (n=1083) 




























た割合が 61.0％ともっとも高く、ついで「週に１日～２日」が 31.3％とつづいている。 
 「一人ぼっちで寂しいと感じたこと」については、「まったくなかった」と回答した




















と感じたこと      （n=1080） 
41.2 48.3 7.8 2.7 
家族や友人から励ましてもらっても
気分が晴れないこと    (n=1083) 





22.0 48.1 20.4 9.5 
物事に集中できなかったこと 
（n=1081） 
16.4 51.8 23.6 8.2 
食欲が落ちたこと 
（n=1081） 
74.7 19.3 4.4 1.5 
何をするのも面倒だと感じたこと 
（n=1082） 
20.1 44.3 22.7 12.9 
何か恐ろしい気がしたこと 
（n=1081） 
69.8 22.1 5.7 2.4 
なかなか眠れなかったこと 
（n=1082） 
64.6 22.0 9.7 3.7 
ふだんより口数が少なくなったこと 
(n=1079) 
61.0 31.3 6.0 1.7 
一人ぼっちで寂しいと感じたこと 
(n=1081) 
54.6 31.5 9.8 4.2 
「毎日が楽しい」と感じたこと 
(n=1077) 
12.6 37.8 30.6 18.9 
悲しいと感じたこと 
（n=1080） 










































































































回答者の年齢は、18歳 66名（10.7％）、19歳 188名（30.6％）、20歳 197名（32.1％）、
21 歳 128名（20.8％）22歳 8名（1.3％）、23歳 1名（0.2％）、26歳 1名（0.2％）の
589 名（無回答 25）であった。 















自宅通学 寮 アパートなど 食事付き下宿 その他 
















父母 母 父 









中学校 高等学校 短大／高専 専門学校 大学 大学院 その他 







中学校 高等学校 短大／高専 専門学校 大学 大学院 その他 





























どちらかといえば苦しい     27.9 






















まったく足りない      5.6 
























保護者と自分の負担は半分ずつ  4.5 
おもに自分      5.0 






















学費 住居費 生活費 小遣い 友人づくり 社会勉強 その他 












５万円以上７万円未満     31.0 
７万円以上１０万円未満     16.7 












日本学生支援機構以外の奨学金をもらっている  2.4 
奨学金を申請したがもらえなかった      1.4 
奨学金をもらいたいが申請しなかった      6.9 
奨学金をもらう必要性を感じなかった     36.1 
以前は奨学金をもらっていたが、今はもらっていない      0.9 









国の教育ローン（日本政策金融公庫・郵貯貸付・年金教育貸付）を借りている  5.1 
民間金融機関からローンを借りている 1.9 
大学から教育ローンを借りている      0.2 
どこからも教育ローンを借りていない     30.4 



















あまり不安はない     16.4 












どちらかといえば苦しい     39.4 




























いわれる               （n=597） 
57.5 28.8  7.4 6.7 
家族から、将来結婚するようにいわ
れる                    (n=592) 
22.0 33.4 29.1 15.5 
家族から、将来子どもを産むように
いわれる                （n=585） 
17.4 28.5 34.2 19.8 
家族から、将来面倒をみてほしいと
いわれる               （n=587） 
7.0 19.3 46.0 27.8 
困ったことがあっても、家族には話
せないことが多い       （n=589） 
8.7 21.6 48.7 21.1 
家族は自分の気持ちをよくわかって
くれる                 （n=589） 
23.6 54.3 18.3 3.7 
自分のことで家族をがっかりさせた
くない                 （n=597） 
44.2 43.7 9.0 3.2 
家族は、女も外に出て働くべきだと
考えている             （n=583） 
14.6 40.1 33.4 11.8 
家族は、女は結婚し、子どもを産む
べきだと考えている     （n=578） 
9.0 23.7 47.2 20.1 
家族は、女は結婚したら家事や育児
をするべきだと考えている(n=579) 
6.2 28.0 45.3 20.6 
家族から、早く家を出て自立するよ
うにいわれる           （n=584） 















お父さんお母さんともに仕事をし、お父さんお母さんともに家事育児を行う   18.0 
お父さんお母さんともに仕事をし、おもにあなたや祖父母など他の家族員が家事育児を行う    4.0 























日常生活全般に満足している   
               （n=590） 
20.7 59.8 16.1 3.4 
いまの自分は経済的に自立している                    
(n=590) 
 5.4 19.0 38.8 36.8 
いまの自分は精神的に自立している                
（n=589） 
 8.7 39.4 43.0 9.0 
自分にはかなえたい夢や将来の希望
がある                （n=594） 
25.1 41.8 24.7  8.4 
早く、親から離れて生活したい 
               （n=592） 
18.9 43.2 33.4 4.4 
家庭生活に満足している 
                 （n=593） 
26.8 55.0 15.5  2.7 
学校生活に満足している 
                 （n=592） 
19.6 53.2 21.8  5.9 
同性との交友関係に満足している 31.2 56.9  9.8  2.0 
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             （n=590） 
異性との交友関係に満足している 
     （n=589） 
17.8 48.0 26.3  7.8 
就職活動に力を入れている 
(n=586) 
 4.8 20.6 50.3 24.2 
結婚のための活動（婚活）に力を入
れている             （n=583） 
 2.6  7.7 32.1 57.6 
将来に向けた資格・技能の習得に力
を入れている         （n=585） 

















結婚せず、仕事を続ける  8.7 




















夫、妻ともに仕事をし、夫、妻ともに家事育児を行う   69.4 
夫、妻ともに仕事をし、おもに祖父母など他の家族員が家事育児を行う    1.5 













大学院に進学する  1.9 
専門学校に進学する      0.2 
就職も進学もしない      0.5 

























自分の能力や個性が生かせること   
               （n=589） 
40.1 53.0  6.1 0.8 
大学時代に身につけた知識や技術が 
生かせること       (n=588) 
20.4 52.2 23.6  3.7 
給料が高いこと       
                （n=586） 
23.7 64.3 11.3  0.7 
休みが多いこと 
                （n=586） 
20.8 58.7 18.9  1.5 
知名度が高い会社であること 
               （n=585） 
 6.5 25.5 55.4 13.5 
親元から近いこと 
                 （n=584） 
11.5 35.6 39.4 13.4 
結婚しても働き続けられること 
                 （n=585） 
29.2 52.5 15.6  2.7 
福利厚生が整っていること 
             （n=586） 














表３－２－２４  最近、いちばん悩んでいること                                   
n=584,（％） 
自分の容姿  6.5 
勉学  8.9 
将来の進路や就職     43.0 
自分の性格や能力     16.8 
学費や生活費      4.1 
友人関係      2.2 
恋愛関係      5.8  
家族関係      1.0 
その他      1.5 














表３－２－２５ 悩みを相談する相手                                     
n=521,（％） 
同性の友だち     55.3 
異性の友だち  2.7 
恋人      4.6 
親     15.7 
きょうだい      2.5 
祖父母      0.2 
学校の先生      1.7 
サークルの人      0.2 
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アルバイト先の人      2.1 
ネット上のブログ、プロフなど      1.0 
就職指導部や学生部などの大学相談機関      1.3 
カウンセラー      0.4 
その他      0.2 






































第 4 章 研究成果と家族生活教育  
 
１．報告会の目的・方法 
































Mace の 5段階を経験させた。 
 
２．報告会の概要 






































信頼性係数=0.908  M=15.31, SD=5.20
生きづらさ -0.051 -0.271 **
自尊感情 -0.111 ** -0.174 **
意欲の衰退 -0.030 -0.235 **








生きづらさ -0.148 ** -0.305 **
自尊感情 -0.054 -0.053
意欲の衰退 -0.100 ** -0.251 **








1. 充足型 2. 経済資本型 3. 情緒資本型 4. 不足型 全体 F値 多重比較の結果
13.97 17.45 15.22 18.81 15.30 2, 4>3, 1
(4.77) (5.79) (4.71) (5.09) (5.22) 3>1
30.18 30.73 30.67 31.08 30.48
(4.71) (4.83) (4.25) (3.85) (4.53)
心身の状態
9.45 10.86 9.69 11.89 9.98 4>3, 2, 1 
(2.85) (3.55) (2.67) (3.42) (3.09) 2>3, 1
8.75 9.81 9.08 10.22 9.15 4>3, 1
(2.52) (3.58) (2.65) (3.18) (2.84) 2>1





















































































































































































































（1 ノートルダム清心女子大学・2 鎌倉女子大学・3 福山市立大学・4 神戸松蔭女子学院大学）
結果３
生きづらさ -0.051 -0.271 **
自尊感情 -0.111 ** -0.174 **
意欲の衰退 -0.030 -0.235 **








生きづらさ -0.148 ** -0.305 **
自尊感情 -0.054 -0.053
意欲の衰退 -0.100 ** -0.251 **














































































































132 515 352 30 40
(12.3) (48.2) (32.9) (2.8) (3.7)
83 271 160 12 11
(15.5) (50.5) (29.8) (2.2) (2.0)
17 67 47 7 9
(11.6) (45.6) (32.0) (4.8) (6.1)
18 127 106 5 10
(6.8) (47.7) (39.8) (1.9) (8.4)
14 50 39 6 10















































（1 鎌倉女子大学・2 ノートルダム清心女子大学・3 福山市立大学・4 神戸松蔭女子学院大学）
Table3 家族資本タイプ別、自立度・将来に向けた活動・就職先の
条件の平均値
1. 充足型 2. 経済資本型 3. 情緒資本型 4. 不足型 全体 F値 多重比較の結果
自立度
1.84 1.81 1.85 1.80 1.83
(0.80) (0.71) (0.81) (0.78) (0.79)
2.38 2.27 2.30 2.22 2.32
(0.74) (0.77) (0.71) (0.76) (0.74)
将来に向けた活動
2.12 1.93 2.20 1.00 2.08
(0.81) (0.83) (0.90) (0.82) (0.84)
1.64 1.49 1.48 1.38 1.55
(0.77) (0.70) (0.68) (0.60) (0.72)
2.64 1.37 2.50 2.28 2.53
(0.96) (0.87) (0.91) (0.94) (0.94)
就職先の条件
3.32 3.25 3.38 3.21 3.31
(0.61) (0.61) (0.59) (0.66) (0.61)
2.88 2.72 2.97 2.81 2.87
(0.85) (0.81) (0.82) (0.86) (0.84)
3.01 3.05 3.06 3.06 3.03
(0.57) (0.65) (0.54) (0.60) (0.58)
2.99 3.05 2.92 2.92 2.97
(0.62) (0.65) (0.62) (0.63) (0.63)
2.32 2.25 2.26 2.18 2.28
(0.76) (0.79) (0.75) (0.76) (0.76)
2.70 2.29 2.61 2.18 2.56
(0.83) (0.91) (0.82) (0.60) (0.86)
2.86 2.93 3.09 2.92 2.93
(0.84) (0.80) (0.77) (0.83) (0.82)
3.33 3.35 3.42 3.35 3.36
(0.62) (0.68) (0.58) (0.60) (0.61)
上段は平均値,下段は標準偏差、*p＜ 0.05 , **p＜ 0.01,   ***p＜ 0.001
1 > 2, 4
1 > 3, 4
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［ 記入にあたってのお願い ］ 
  ・回答は番号を○でかこむか、（  ）の中に数字やことばを記入してください。 
  ・自分の思ったとおりに答えてください。 







問１ （       ）大学    （       ）学部   （       ）学科  




  1．自宅通学   2．寮    3．アパートなど  4．食事付き下宿  5．その他（     ）  
 
問３ あなたの家族構成について、あてはまる人すべてに○をつけてください。 
   きょうだいがいる場合は、（  ）に人数を記入してください。 
 
1． 父     2.母      3.きょうだい (    )人  4.祖父    5.祖母   
6.その他（          ）  
 
問４ お父さんとお母さんの最終学歴について、あてはまる番号を１つずつ選んで（  ）に記入して下さい。 
 
 [1．中学校  2．高等学校  3．短大／高専  4．専門学校  5．大学  6．大学院  7．その他] 
 




  1．結婚前から現在まで仕事を続けている 
  2．結婚・出産を機に就業を中断し、子どもがある程度大きくなってから再びパートで働いている。 
  3. 結婚・出産を機に就業を中断し、子どもがある程度大きくなってから再び正社員で働いている。 
  4．結婚・出産を機に仕事を退職し、その後は仕事を持っていない 
  5．結婚前から現在まで専業主婦である 






  1．ゆとりがある      2．どちらかといえばゆとりがある 





 1．充分足りている      2．若干足りない 




S７－1  生活費の不足分は、何で補っていますか。あてはまるものすべてに○をつけてください 
 







 1．おもに保護者  2．保護者と自分の負担は半分ずつ  3．おもに自分 




1． はい  2．いいえ(→問 10 へお進みください。)   




   
   1．学費  2．住居費  3．生活費  4．小遣い  5．友人づくり   6．社会勉強 
   7．その他（             ） 
  
S9－2 アルバイトの平均収入（月収）は、平均するとだいたいどれぐらいですか。 
   
 1．3 万円未満         2．3 万円以上 5万以下     3．5 万円以上 7万円未満   
   4．7 万円以上 10 万円以下    5．10 万円以上 
 








 7．その他（                         ） 
 
問 11 親が借りている教育ローンの状況について、あてはまる番号に○をつけてください。 
 
  1．国の教育ローン（日本政策金融公庫・郵貯貸付・年金教育貸付など）を借りている 
  2．民間金融機関からローンを借りている 
  3．大学から教育ローンを借りている 
  4．どこからも教育ローンを借りていない 
  5. わからない                   
 




   
1．大いに不安である  2．多少不安である  3．あまり不安はない  4．まったく不安はない 
 
 
問 13 将来の暮らし向きの見通しについてお尋ねします。これから先のあなたの暮らし向きはどうなると思 
いますか。あてはまる番号に○をつけてください。 
 
  1．ゆとりがある    2．どちらかといえばゆとりがある 




















１ ２ ３ ４ 
②家族から、将来結婚するようにいわ
れる 
１ ２ ３ ４ 
③家族から、将来子どもを産むように
いわれる 
１ ２ ３ ４ 
④家族から、将来面倒をみてほしいと
いわれる 
１ ２ ３ ４ 
⑤困ったことがあっても、家族には話
せないことが多い 
１ ２ ３ ４ 
⑥家族は自分の気持ちをよくわかって
くれる 
１ ２ ３ ４ 
⑦自分のことで家族をがっかりさせた
くない 
１ ２ ３ ４ 
⑧家族は、女も外に出て働くべきだと
考えている 
１ ２ ３ ４ 
⑨家族は、女は結婚し、子どもを産む
べきだと考えている   
１ ２ ３ ４ 
⑩家族は、女は結婚したら家事や育児
をするべきだと考えている 
１ ２ ３ ４ 
⑪家族から、早く家を出て自立するよ
うにいわれる 
１ ２ ３ ４ 
 
 























１ ２ ３ ４ 
② いまの自分は経済的に自立
している 
１ ２ ３ ４ 
③ いまの自分は精神的に自立
している 












１ ２ ３ ４ 
⑤ 早く、親から離れて生活した
い 
１ ２ ３ ４ 
⑥ 家庭生活に満足している 
 
１ ２ ３ ４ 
⑦ 学校生活に満足している 
 
１ ２ ３ ４ 
⑧ 同性との交友関係に満足し
ている 
１ ２ ３ ４ 
⑨ 異性との交友関係に満足し
ている 
１ ２ ３ ４ 
⑩ 就職活動に力を入れている 
 
１ ２ ３ ４ 
⑪ 結婚のための活動（婚活）に
力を入れている 
１ ２ ３ ４ 
⑫ 将来に向けた資格・技能の習
得に力を入れている 
１ ２ ３ ４ 
 
 
問 17 あなたの理想のライフコースとして、あなたの考えにいちばん近い番号に○をつけてください。 
  
1．結婚せず、仕事を続ける 
  2．結婚するが、子どもはもたず、仕事を続ける 
  3．結婚し、子どもをもつが、仕事も続ける 
  4．結婚し、子どもをもつが、結婚あるいは出産を機にいったん退職し、子育て後ふたたび仕事をもつ 
  5．結婚し、子どもをもち、結婚あるいは出産を機に退職し、その後は仕事を持たない 
  6．結婚前から、ずっと仕事をもたない 
 
問 18 将来家庭をもつと仮定したとき、あなたの理想とする夫婦の役割分担のありかたとして、一番近いと 
思うものに○をつけてください。 
 
  1．夫が仕事をし、妻が家事育児を行う 
  2．夫、妻ともに仕事をし、おもに妻が家事育児を行う 
  3．夫、妻ともに仕事をし、夫、妻ともに家事育児も行う 
  4．夫、妻ともに仕事をし、おもに祖父母など他の家族員が家事育児を行う 
  5．その他（                            ） 
 
問 19 大学卒業後のあなたの進路について、あてはまる番号に○をつけてください。 
 
 1．就職する  2．大学院に進学する  3．専門学校に進学する  4．就職も進学もしない 
5. まだ決めていない 
 












１ ２ ３ ４ 
② 大学時代身につけた知識や
技術が生かせること 












１ ２ ３ ４ 
④ 休みが多いこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑤ 知名度が高い会社であること 
 
１ ２ ３ ４ 
⑥ 親元から近いこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑦ 結婚しても働き続けられること 
 
１ ２ ３ ４ 
⑧ 福利厚生が整っていること 
 




問 21 あなたが、最近、いちばん悩んでいることは何ですか。ひとつに○をつけてください。 
 
1. 自分の容姿  2. 勉学  3. 将来の進路や就職  4. 自分の性格や能力  5. 学費や生活費 





1．同性の友だち  2．異性の友だち  3．恋人  4．親  5．きょうだい  6.祖父母   
7．学校の先生 8．サークルの人  9.アルバイト先の人  10．ネット上のブログ、プロフなど  
11．就職指導部や学生部など大学の相談機関  12．カウンセラー  13．その他（        ） 
14．だれにも相談しない  
 
問 22 あなたの大学生活についてお尋ねします。①～④の項目について、あてはまる番号に○をつけてく 
ださい。                
 









１ ２ ３ ４ 
②アドバイザーなどの教員との関係 
 
１ ２ ３ ４ 
③就職支援やサポート体制 
 
１ ２ ３ ４ 
④大学の周辺の環境 
 
















１ ２ ３ ４ 
②どこにも自分の居場所がないよう
な気がする 
１ ２ ３ ４ 
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１ ２ ３ ４ 
④いまの生活はつらいことのほうが
多い 
１ ２ ３ ４ 
⑤いろんなプレッシャーに、押しつぶ
されるような気持ちになる 
１ ２ ３ ４ 
⑥ありのままの自分を、誰も認めてく
れない 
１ ２ ３ ４ 
⑦これ以上、何をがんばればいいのだ
と、思うことがある 
１ ２ ３ ４ 
⑧将来に、まったく希望が持てない 
 


















１ ２ ３ ４ ５ 
② いろいろなよい素質を持っている 
 
１ ２ ３ ４ ５ 
③ 敗北者だと思うことがある 
 
１ ２ ３ ４ ５ 
④ 物事を人並みにはうまくやれる 
 
１ ２ ３ ４ ５ 
⑤ 自分には自慢できるところがあまりない １ ２ ３ ４ ５ 
⑥ 自分に対して肯定的である 
 
１ ２ ３ ４ ５ 
⑦ だいたいにおいて、自分に満足している 
 
１ ２ ３ ４ ５ 
⑧ もっと自分自身を尊敬できるようになり
たい 
１ ２ ３ ４ ５ 
⑨ 自分は全くだめな人間だと思うことがあ
る 
１ ２ ３ ４ ５ 
⑩ 何かにつけて、自分は役に立たない人間だ
と思う 
１ ２ ３ ４ ５ 
 
 












１ ２ ３ ４ 
②家族や友人から励ましてもらっても気分
が晴れないこと 
１ ２ ３ ４ 
③憂鬱だと感じたこと 
 












１ ２ ３ ４ 
⑤食欲が落ちたこと 
  
１ ２ ３ ４ 
⑥何をするのも面倒と感じたこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑦何か恐ろしい気がしたこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑧なかなか眠れなかったこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑨ふだんより口数がすくなったこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑩一人ぼっちで寂しいと感じたこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑪「毎日が楽しい」と感じたこと 
 
１ ２ ３ ４ 
⑫悲しいと感じたこと 
 
１ ２ ３ ４ 
 
 
 
以上で、質問はおわりです。長時間にわたって、アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
記入もれがないか、もう一度確かめてから、アンケート用紙を封筒に入れてください。 
 
 
このアンケートの内容について、ご意見やご感想などありましたら、お聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました 
